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文化財建造物の登録について（国登録有形文化財） 
 
１．発表概要 

国の文化審議会（会長佐藤
さ と う

信
まこと

）は、平成３１年３月１８日（月）開催の同審議会文

化財分科会の審議・議決を経て、新たに１５３件の建造物を登録するよう文部科学大臣

に答申を行う予定です。兵庫県内の建造物（２件）の概要について発表します。 

 
 
２．答申される登録候補物件（２件１箇所） 
 

 石田家住宅主屋・屋敷門 （宝塚市） ２件 
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文 化 財 （ 国 登 録 有 形 文 化 財 ） の 登 録 に つ い て  

 
登録される文化財建造物の概要は以下のとおりです。（※下線は用語解説あり） 
 
■今回答申される文化財建造物（兵庫県分）２件・１箇所 

（１） 石 田 家 住 宅 （いしだけじゅうたく） ２棟 

所在地：兵庫県宝塚市雲雀丘２丁目 235  

特徴等：阪急雲雀
ひばりが

丘
おか

花
はな

屋敷
や し き

駅北側の住宅地にあり、主屋は南斜面の敷地中央に建つ。元

茅葺きの平屋建てで、南面両端に座敷、東面中央に玄関を突出し、東北隅に洋

風応接間を付す。敷地南面の街路に面して薬医門形式の屋敷門を開き、座敷や

門を数寄屋風の意匠でまとめる。近代住宅地開発初期の様相を伝える和風住宅

である。 

 

■答申が行われる建造物の概要 
＜全国＞ 

 新規登録 累計 
登録数 １５３件 １２ , ２８１件 
関係市町村 ４３市町村（区） ９３８市町村（区） 
関係都道府県 ２５都道府県 ４７都道府県 

＜兵庫県＞ 
  新規登録 累計 
登録数 ２件（１箇所） ６８０件（２０３箇所） 
関係市町村 １市 ３１市町 
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石 田 家 住 宅 （いしだけじゅうたく） ２棟                  
名 称：石田家住宅主屋（いしだけじゅうたくしゅおく） 

所在地：兵庫県宝塚市雲雀丘２丁目 235  

年 代：大正後期／昭和23年増築・昭和30年代改修 

登録基準：一  国土の歴史的景観に寄与しているもの 

特徴・評価：阪急雲雀丘花屋敷駅北側の住宅地にあり、主屋は南斜面の敷地中央に建つ。

急勾配の入母屋造洋瓦葺で、南面両端に座敷、東面中央に玄関を突出し、東北

隅に洋風応接間を付す。座敷や居室は数寄屋風の意匠でまとめる。近代住宅地

開発初期の様相を伝える和風住宅。 

備考（調査等）：建築年代は立地や敷地の状況等から住宅地開発当初と推定。昭和23年

に応接間を増築。昭和30年代に茅から洋瓦に葺替えた。雲雀丘は実業家・阿部

元太郎が大正４年に開発を始めた。 

 

名 称：石田家住宅屋敷門（いしだけじゅうたくやしきもん） 

所在地：兵庫県宝塚市雲雀丘２丁目 235  

年 代：大正後期 

登録基準：一  国土の歴史的景観に寄与しているもの 

特徴・評価：敷地南面の中央に街路に面して建つ。薬医門形式、緩勾配の入母屋造桟瓦

葺、周囲銅板葺で、本柱に磨き丸太を用い、門扉上の小壁に下地窓をあしらい、

網代天井を張るなど数寄屋風の意匠でまとめる。近代住宅地中心部の閑静な街

路景観の構成要素となっている。 

備考（調査等）：建築年代は立地や敷地の状況等から住宅地開発当初と推定。 



（参考）用語解説

第93回 屋根形式

１　石田家住宅
■入母屋造（いりもやづく
り）　→上図
■洋瓦（ようがわら）

■数寄屋風（すきやふう） 床の間、棚、書院を備えた書院造の
中で、田舎屋風の意匠を用いた形
式。別邸や茶室に用いられたが、江
戸時代には次第に広く普及する。

■阿部元太郎（あべげん
たろう）

■薬医門形式（やくいもん
けいしき）→右図

主柱と控え柱の計４本の柱の上に梁
などを組み合わせ、その上に切妻屋
根を組む形式の門。

■桟瓦葺（さんがわらぶ
き）

■銅板葺（どうばんぶき）
■磨き丸太（みがきまる
た）

■下地窓（したじまど） 土壁の一部を塗り残して壁下地を現
した窓。

下地窓　→

■網代（あじろ）
→右図

竹皮・檜皮などの薄板を、斜め又は
縦横に編んだもの。和風住宅の天井
や生け垣等に用いられる。

寄棟と切妻の結合した屋根形式。

断面がＳ字に似ている洋瓦。

滋賀県出身。近江緞通株式会社社長。日本住宅株式会社社長などを歴
任。明治42・43年頃 御影・住吉（観音林・反高林）の土地開発を開始。雲雀
丘の開発は大正4（1915）年から始まる。

本瓦葺の丸瓦と平瓦を一つにした桟瓦を使った葺き方。葺上げたとき、勾
配の下方になる一隅（重ね部）に切込みがある。

銅を圧延した板材を葺材とした屋根葺き仕様。
丸太の皮を剥き、表面を磨くことで滑らかで、自然な風合いを表面仕上げ
とした材料。床柱や数寄屋風の内・外装材として使われる。
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兵庫県の国登録有形文化財　件数・箇所数

答申まで

登録件数 抹消件数 現在件数 登録箇所数 抹消数 現在数

1 豊岡市 107 107 21 21

2 神戸市 111 15 96 60 6 54

3 姫路市 62 1 61 14 1 13

4 朝来市 53 9 44 12 1 11

5 尼崎市 42 42 10 10

6 加古川市 36 36 8 8

7 篠山市 32 32 5 5

8 川西市 28 28 5 5

9 猪名川町 28 28 2 2

10 三木市 21 21 4 4

11 丹波市 18 18 6 6

12 西宮市 21 5 16 7 1 6

13 宝塚市 17 1 16 9 1 8
14 加東市 16 16 4 4

15 加西市 20 6 14 6 1 5

16 たつの市 12 12 4 4

17 西脇市 12 12 2 2

18 南あわじ市 11 11 3 3

19 洲本市 11 11 2 2

20 高砂市 10 10 8 8

21 佐用町 9 9 1 1

22 明石市 7 7 6 6

23 芦屋市 6 6 4 4

24 福崎町 5 5 2 2

25 新温泉町 5 5 1 1

26 香美町 4 4 1 1

27 神河町 4 4 1 1

28 三田市 3 3 2 2

29 多可町 3 3 2 2

30 太子町 2 2 1 1

31 淡路市 1 1 1 1

717 37 680 214 11 203
※ゴチックは今回関係市

平成31年3月18日

№ 市町名
件数 箇所数

合計
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都道府県別登録有形文化財（建造物）登録数 ３月１８日答申分含む

都道府県 登録数 都道府県 登録数

大　阪 735 福　島 203

兵　庫 680 島　根 200

京　都 572 福　井 196

長　野 532 秋　田 194

愛　知 513 徳　島 191

新　潟 479 山　形 181

滋　賀 423 埼　玉 177

香　川 410 宮　城 171

東　京 391 熊　本 170

群　馬 336 福　岡 161

岡　山 325 北海道 145

茨　城 296 富　山 138

高　知 283 愛　媛 136

千　葉 281 山　梨 134

石　川 270 長　崎 130

奈　良 270 鹿児島 120

岐　阜 263 佐　賀 110

三　重 263 青　森 103

静　岡 261 宮　崎 102

神奈川 255 山　口 101

広　島 251 岩　手 91

和歌山 250 沖　縄 82

栃　木 239 ２県にまたがる物件 -2

鳥　取 239 合　計 12,281

大　分 230
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01接道南西より主屋を見る

02玄関

03屋敷門

石田家住宅（宝塚市教委提供）


